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1. はじめに 

貯水池や湖沼における環境問題において，富栄養化によ

って水面に発生するアオコを抑制することが課題として

挙げられる．アオコとは微細な藻類が大量に発生し水面を

覆っている状態のことを指す．水中へ入る日光が遮断され

ることにより水生植物の光合成が不活化し死滅を招くほ

か，夜間に藻類が行う呼吸の影響で水中の溶存酸素が大量

に消費され酸欠状態になり魚類の生息が困難になる等，ア

オコの発生抑制は湖沼にとって避けられない課題である．

アオコの発生予測に関しては多くの研究がなされている
1)2)3)が，実際にアオコ対策を導入するには候補となる対策

技術 4)5)の有効性を吟味した上で適切な対策を選択する必

要がある．したがって対象水域におけるアオコの発生メカ

ニズムの解明と予測に加えて，対策の適用範囲や効果を予

測することが必要となる．本研究では毎年アオコの発生が

問題になっている北海道北見市内の野付牛公園の池を実

験水域として，野付牛公園の微細藻類，水質条件，光条件，

降水時の状況を調査し，水環境の変化や流入負荷と微細藻

類の増減との関係性を考察することを目的とした． 
2. 研究手法 

(1)連続水質調査 北海道北見市にある野付牛公園は古く

はナラやカシワ等の原生疎林となっている丘陵地に囲ま

れた低地の沼地であった場所が整備され 1921 年に開園し
た，道内でも最も古い公園である．近年，暖候期にアオコ

がたびたび発生しており唯一の流入水源(図-1，in)である
井戸の改修によって流入水量を増やして滞留時間を短く

する試みがなされている．本研究では，野付牛公園の池に

おける栄養塩の推移をとらえるため，2020 年 4 月～12 月
にかけて湖内 5地点(図-1，α,β,γ, in, out)において週に 1
度の採水を実施した．採水後，すべての地点のサンプルを

孔径 0.45 µmの濾紙で濾過処理を行い冷凍保存し，後日解

凍して連続流れ分析装置(QuAAtro，SEAL・BLTEC 製)を用
いて栄養塩（NH4-N，PO4-P，NO3-N）の測定を行った．採
水時にはポータブル機器(Aquafluor，TURNER DESIGNS製，
等)を用いてクロロフィル a 濃度等の水質測定を行い，採
水後にはサンプルを実験室に持ち帰り，顕微鏡(DIGITAL 
MICROSCOPE KH-8700，HIROX 製)を用いて浮遊性微細
藻類の観察を実施した．また湖内の 4地点(図-1，α,β,γ,
δ)にメモリー式水温・水位計(SERA Diver，Eijkelkamp 社
製)等を係留し各地点における水温や濁度，光量子束密度
等の調査を実施した． 
(2)降水時観測 降水後に度々アオコが発生している様子

が観察されたことから，降水が水中のクロロフィル a濃度

の増減と栄養塩濃度に与える影響について調査するため，

2020/10/4～2020/10/6 において降水時に採水と水質の観測
を行った．降水の影響のない状態を把握するため降水開始

1 時間前より 1～10 時間の間隔を空けて計 24 回，アオコ
の発生が頻繁に確認されていた α 地点(図-1)にて栄養塩，
濁度，及びクロロフィル a濃度の測定を実施するとともに
湖水の流出地点 out(図-1)において流量の観測を行った． 
3. 結果と考察 

(1)連続水質調査 顕微鏡による観察では，クロロフィル a
濃度が上昇した暖候期(7～8 月)にアナベナとミクロキス
ティスが優占していることが確認された(図-2)．またα,β,
γ,out 地点におけるクロロフィル a 濃度の月別平均値は 6
月に増加し，9 月に最大となった(図-3)．定点以外では水
面付近に浮遊するクロロフィル a濃度は 212.1µg/Lに達す
ることもあった．なお，12 月には土壌由来の腐植物質の

 
図-1 採水および降水時観測地点 

 

図-2 夏季に発生したアナベナとミクロキスティス

（2020年 7月 7日α地点） 
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影響を受けていると考えられたため欠測とした．栄養塩に

ついては 7月までNO3-Nと PO4-Pがそれぞれ 0.01 mg/Lと
0.005 mg/Lを上回ることが多かったが，8月以降はそれよ
り低濃度のときが多くなった．10月の降水時観測の前後 1
か月間では NH4-N，NO3-N，PO4-P はそれぞれ 0.035～0.002 
mg/L，0.003～0.024 mg/L，0.003～0.01 mg/Lの範囲であり
比較的に低濃度の状態にあった(図-4)．日中の光量子束密
度は 5月と 7月は高く 8月以降は徐々に低下した． 
(2)降水時観測 10 月の降水時観測では降水量の推移と共
に流量の値が増減した(図-5)．ただし，気象庁のアメダス
のデータと現地の降水には若干の相違があると考えられ

た．降水後には気温と水温のわずかな変化がみられた(図-
5)が極端なアオコの発生は見られなかった．降雨終了から
12 時間後と 10 月の晴天時(10/2，10/6，10/16，10/23)の栄
養塩の平均値を比較すると，晴天時に比べ降水後には

NH4-N と NO3-Nの値が 2～5倍程度増加し，クロロフィル
a 濃度も約 20 μg/L上昇している(図-5)．このことから，
降水前は藻類によって栄養塩が消費されて不足しており，

降水により池の周辺から栄養塩が流入して藻類が増殖し

やすくなっていると考えられた． 
4. おわりに 

本研究により野付牛公園における春季から冬季にかけ

てのアオコ発生状況を把握できた．また降水に伴う栄養塩

の上昇が発生していることが明らかになった．しかし，降

水に伴う栄養塩の発生源や流入経路を明らかにできなか

ったため，流入負荷量の予測モデルの構築には至らなかっ

た．また降水量データに問題があることが分かったため，

現地に雨量計を設置しより正確な降水量を観測すること

も課題である．これらの成果をもとにアオコの発生予測お

よび対策効果の予測モデルの構築を進める予定である． 
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図-3 5地点におけるクロロフィル a濃度の年間推移（月
別平均値） 

 
図-4 α 地点における降水時観測の前後 1 か月間の栄養

塩濃度とクロロフィル a濃度の推移 

 
図-5 降水時観測時の降水量，流量（以上，現地観測値），

気温，水温（以上，気象庁観測値・北見市広郷 6)） 

 

図-6 10月平均（晴天時平均値）と降水終了 12時間後の
栄養塩濃度とクロロフィル a濃度の比較 
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